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た
か
が
名
前
、
さ
れ
ど
名
前 

一
二
三
朋
子 

 

 

赤
腹
井
守
(
ア
カ
ハ
ラ
ヰ
モ
リ
)
な
る
兩
生
類
の
發
す
る
性
的
誘
引
物
質
、
三
十
年
ほ
ど
前
、
發
見
せ
ら

れ
、
雄
の
雌
に
發
す
る
を
「
ソ
デ
フ
リ
ン
」、
雌
の
雄
に
發
す
る
を
「
ア
イ
モ
リ
ン
」
と
命
名
せ
ら
れ
き
。

命
名
の
由
來
は
『
萬
葉
集
』
に
あ
り
。 

茜
さ
す
紫
野
行
き
標
野
行
き
野
守
は
見
ず
や
君
が
袖
振
る 

額
田
王 

紫
草
の
に
ほ
へ
る
妹
を
憎
く
あ
ら
ば
人
妻
ゆ
ゑ
に
我
戀
ひ
め
や
も 

大
海
人
皇
子 

(
西
納
春
雄 

令
和
二
年
「
ソ
デ
フ
リ
ン
と
ア
イ
モ
リ
ン 

あ
る
い
は
、
イ
モ
リ
の
戀
の
物
語
」(『
桂
川
だ

よ
り
』
一
三
六
號
) 

井
守
て
ふ
不
氣
味
な
る
生
き
物
も
、「
ソ
デ
フ
リ
ン
」「
ア
イ
モ
リ
ン
」
な
る
命
名
に
よ
ら
ば
、
途
端
に
愛
す

べ
き
生
き
物
に
思
は
る
る
は
不
可
思
議
な
り
。
か
や
う
に
、
名
前
の
印
象
に
與
ふ
る
影
響
力
な
む
大
な
る
。

歷
史
上
の
英
雄
、
宮
本
武
藏
あ
る
い
は
坂
本
龍
馬
な
ど
も
、
そ
の
名
な
ら
ざ
ら
ま
し
か
ば
、
か
く
ま
で
絕
大

な
る
人
氣
は
博
さ
ざ
ら
ま
し
。 

人
名
に
は
あ
ら
ね
ど
『
源
氏
物
語
』
の
卷
名
も
、
物
語
全
體
を
優
美
な
る
王
朝
絵
卷
た
ら
し
め
、
貴
族
た
ち

の
戀
愛
の
華
麗
さ
を
增
さ
し
め
け
る
に
效
果
覿
面
な
ら
ず
や
。
そ
の
風
雅
な
る
卷
名
な
む
「
源
氏
香
」
及
び

「
源
氏
名
」
な
ど
に
も
使
は
れ
、
い
ま
な
ほ
往
時
の
雅
を
彷
彿
せ
し
め
て
已
む
こ
と
な
し
。
紫
式
部
の
類
ま

れ
な
る
美
的
感
性
の
鋭
さ
に
、
た
だ
た
だ
感
服
す
る
ば
か
り
な
り
。 

か
た
や
、
名
前
、
物
議
を
釀
す
こ
と
あ
り
。 

三
十
年
ほ
ど
前
、
我
が
子
に
『
惡
魔
』
な
る
名
を
付
け
た
る
親
あ
り
て
、
役
所
に
受
理
せ
ら
れ
ず
、
新
聞
な

ど
に
て
大
き
く
報
道
せ
ら
れ
し
こ
と
あ
り
き
。
昨
今
は
、
キ
ラ
キ
ラ
ネ
ổ
ム
な
る
名
前
、
例
へ
ば
「
光
宙
(
ピ

カ
チ
ἁ
ウ
)」「
七
音
(
ド
レ
ミ
)」「
泡
姫
(
ア
リ
エ
ル
)」
な
ど
、
枚
擧
に
暇
な
し
。
賛
否
は
あ
る
ら
め
ど
、

親
の
願
ひ
や
好
み
を
押
し
付
く
る
は
、
子
に
取
り
て
大
な
る
迷
惑
と
な
る
こ
と
も
あ
ら
む
。
子
は
自
ら
の
名

を
選
ぶ
こ
と
得
ず
。
我
、
幼
き
頃
、
少
女
漫
畫
の
主
人
公
の
華
や
か
な
る
名
前
に
憧
れ
、
自
ら
の
地
味
な
る

名
前
を
親
に
か
こ
ち
し
こ
と
あ
り
け
り
。
今
と
な
り
て
は
親
に
申
し
譯
な
く
、
恥
づ
か
し
き
限
り
な
り
。 

『
徒
然
草
』
百
十
六
段
に
、
興
味
深
き
記
述
あ
り
。 

寺
院
の
號
、
さ
ら
ぬ
萬
の
物
に
も
、
名
を
付
く
る
事
、
昔
の
人
は
少
し
も
求
め
ず
、
た
だ
あ
り
の
ま

ま
に
、
や
す
く
付
け
け
る
な
り
。
こ
の
比 ご

ろ

は
深
く
案
じ
、
才
覺
を
あ
ら
は
さ
ん
と
し
た
る
や
う
に
聞

ゆ
る
、
い
と
む
つ
か
し
。
人
の
名
も
、
目
な
れ
ぬ
文
字
を
付
か
ん
と
す
る
、
益
な
き
事
な
り
。
何
事

も
め
づ
ら
し
き
事
を
も
と
め
、
異
說
を
好
む
は
、
淺
才
の
人
の
必
ず
あ
る
事
な
り
と
ぞ
。 

約
七
百
年
前
に
お
い
て
も
、
名
前
に
奇
拔
さ
を
求
む
る
風
潮
あ
り
て
、
そ
を
戒
む
る
知
識
人
も
を
り
し
こ
と
、
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今
と
變
は
る
こ
と
な
し
。
さ
は
あ
れ
ど
、
當
時
の
キ
ラ
キ
ラ
ネ
ổ
ム
、
い
か
な
る
も
の
な
り
し
か
、
興
味
は

盡
き
ず
。 

昨
今
の
奇
を
衒
ふ
に
過
ぐ
る
命
名
を
規
制
す
る
改
正
戸
籍
法
、
令
和
七
年
よ
り
施
行
せ
り
。
こ
れ
に
て
、
キ

ラ
キ
ラ
ネ
ổ
ム
の
減
る
や
否
や
。
ち
な
み
に
、
愛
玩
動
物
に
、
思
ひ
の
外
、
古
風
な
る
名
前
、
散
見
せ
ら
る
。

「
小
太
郞
」「
こ
て
つ
」「
花
」「
あ
ず
き
」
な
ど
庶
民
的
な
る
名
前
も
あ
れ
ば
、「
菊
千
代
」「
蘭
丸
」「
松
風
」

な
ど
、
殿
樣
並
み
の
名
前
さ
へ
あ
り
。
我
が
愛
犬
の
名
前
、「
も
も
」
と
「
く
る
み
」
な
り
。
平
凡
な
れ
ど
、

飼
ひ
主
の
愛
情
、
珍
奇
な
る
名
前
の
犬
の
飼
ひ
主
に
、
聊
か
な
り
と
も
劣
る
も
の
か
は
。 

(
令
和
七
年
十
二
月
十
七
日
受
附
) 

    


